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普通救命技能認定講習会実施報告 
  

                         南街・桜が丘地域防災協議会本部  

                             ２０２３年０７月２９日  

  

  ２０２３年０７月２９日に標題講習会を東大和市立第二小学校の体育館をお借りし、公

益財団法人 東京防災救急協会様及び北多摩西部消防署様のご指導の下、心肺蘇

生、人工呼吸、AED(除細動、電気ショック)の使用方法、気道異物除去及び止血方法を

学ばせて頂きました。 

３２名が参加し、２人１組で模擬訓練用人体を使用して受講しています。  

９時～１２時までの３時間に渡る講習会でしたが、途中２回の休憩をはさみ、熱心で活

発な講習会となりました。 講習修了者には、「救命技能認定証」が交付されます。 

 

 

 

 

 

 

 

★ご挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南街・桜が丘地域防災協議会 

本部長 
ご指導頂いた方々                   

北多摩西部消防署 峯岸様              

公益財団法人東京防災救急協会          

蜂谷様、石山

様                                                   
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★はじめに 

 

 

 

 

 

★応急手当の重要性 

・応急手当の目的３つ（救命・悪化防止・苦痛の軽減） 

・応急手当の必要性（救急車が到着するまでの時間は７～８分） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★心肺蘇生（胸骨圧迫） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人の命を救うためにその場に居合わせた人が、 

自信と勇気をもって、応急手当を行って下さ

い。                                               

 

救命曲線                  

（２２分で救命の可能性はゼロ近くに） 

大声で応援要請 
反応の確認「大丈夫ですか」 

呼吸の確認 胸骨圧迫 
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★心肺蘇生（人工呼吸） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★AEDによる電気ショック 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人工呼吸（感染予防の為、「口対マスク」をつけて） 

電極パットを貼る位置。

はだかにすること。  

はがさないこと。 

電極パットを貼る 

電極ショック実施（離れて下さい） 

気道確保 

オートショックの AED もあります。

（自動的に電気が流れる。） 
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★気道異物除去（ここからは座学です。） 

      

 

 

 

 

 

 

 

     

★止血法（直接圧迫止血法を使う） 

 

★救急車の利用方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

★質問タイム 

 

 

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

背部叩打（こうだ）法 腹部突き上げ法 
幼児に対する  

胸部突き上げ法 

１１９がつながらない時は、

北多摩西部消防署に    

通報してください。            

目標物を通報する事。 
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以 上 

 


